
             

当ＪＡでは、「安全・安心」に対する取り組み強化の一環として、

これまで米に対して実施してきた玄米カドミウム分析や玄米品

質・食味分析に併せて、農産物の残留農薬分析、土壌分析、衛生

管理などを新設し、総合的な自主検査体制を確立しました。 

食の安全への関心が高まるいま、安全・安心に対する総合的な

管理のもと、消費者からのより一層の信頼確保に繋げます。また、

多数の化学分析により、生産コストの削減や栽培管理の改善など、

生産者の多様なニーズにも応えてまいります。 



             

             

             

             

分析業務を通じて、ＪＡ産農産物の信頼性を高めるとともに、分

析結果に基づいた営農指導を行い、栽培技術の向上を支援する役

割を担っています。また、消費者に農業の理解を深めてもらうこ

とにも取り組みます。 



             

             

             

             
カドミウム含有量を測定。 

分析結果をもとに次年度の営農指導を実施。湛水管理の徹底指導が可能となる。 

ＪＡ各営農センターにて集荷後、格付け検査を１ロットとしてサンプル採取。 

①粉砕 ②計量 ③溶解 ④分析 

米のカドミウム問題へ対応するために、徹底した分析

を行います。ＪＡ産米の安全性をさらに高めます。 

【対象品目】 米 



    

安全な農産物を市場・消費者へ提供します。 

適正な農薬の使用方法を生産者に指導します。 

各生産部会より「出荷前」「出荷中」「出荷後半」の農産物からサンプルを採取 

① 検体を裁断し、粉砕機で粉砕

② 一定量を秤量し、作物に含まれる農薬成分を抽出

※野菜類と穀類では処理は異なる

① 抽出液から各成分の濃度を測定

② 分析結果報告書の作成

分析結果に基づいた安全防除指導 

【対象品目】 全品目 



             

             

             

             

加工品製造者よりサンプル採取 

①すり潰し ②培養 ③測定 

【対象品目】 加工品 

食品衛生リスクに対応するため、加工品の生菌検査等を実

施し、農産加工品についても、安全性の自主管理体制を高

めます。 

①一般生菌数、②大腸菌群数、③黄色ブドウ球菌を測定 

分析結果をもとに、加工品の安全性を確保 



     

健全な土づくりの推進と適切な施肥管理を通して、土壌の

健全化をはかるとともに、低コスト生産をサポートします。 

各生産部会より土壌をサンプリングし、土壌成分分析を実施 

①乾燥、②ふるいかけ、③抽出液作成

【対象品目】 全品目 

①ＰＨ、②ＥＣ，③窒素、④りん酸、⑤カリ、⑥石灰、⑦苦土判定

分析結果をもとに、土壌診断を行い適正施肥量を処方箋として配付 



ＪＡ各営農センターにて集荷後、一生産者に対し生産品種別にサンプル採取。 

【品質測定】①整粒、②胴割粒、③未熟粒、④被害粒、⑤死米 を測定 

【食味測定】①食味値、②タンパク、③水分、 

④アミロース、⑤脂肪酸 を測定

【対象品目】 米 

「おいしさ」に関するお米の「品質」を検査し、ＪＡ産米

の付加価値をさらに高めます。 

分析結果をもとに診断結果を配布。次年度の営農指導を実施。 





農産物総合分析センター 
秋田県横手市雄物川町東里字東里北 10 

【お問合せ】TEL 0182-23-6552 
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